
　日ごろより、東京都予防医学協会の機関紙「よぼう
医学」をご愛読くださりありがとうございます。本
会では、現在「よぼう医学」を送付させていただい
ている皆様について、送付に必要な情報（名前、住所、
所属、役職など）を送付名簿として保持しております。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきまし
ては、本会の個人情報保護方針に基づき、厳重な管
理のもとに運用しております。そのうえで今後も継
続して送らせていただきたいと考えております。送
付名簿から削除を希望される場合には、お手数ですが、
広報室（電話 03-3269-1131）までご連絡ください。

◆◆◆コンサルテーションのごあんない◆◆◆

お問い合わせ・ご相談は（予約制）
電話　東京（03）-3269-1141
健康管理コンサルタントセンター

事務局 東京都新宿区市谷砂土原町 1 の 2
　　　（財）東京都予防医学協会

個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て

10月 1日　三輪　一（東京都予防医学協会総合健診部長）
　　  8日　岡　惺治（健康管理コンサルタント）
　　  15日　三輪　一
　　  22日　岡　惺治
　　  29日　三輪　一

11月 5日　岡　惺治
　　  12日　三輪　一
　　  19日　岡　惺治
　　  26日　第222回ヘルスケア研修会につき休み
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〈1 面〉●　人間らしい労働のあり方めぐって
　　　　第81回日本産業衛生学会が開催

〈2・3 面（見開き）〉
　　　●連載　科学的根拠に基づいた
　　　　日本人に推奨できるがん予防法　第5回
　　　●産業医訪問　第77回
　　　●連載　健康づくり・健康増進を支援するページ
　　　　保健指導シリーズ  第5回：医師／保健師／
               管理栄養士／健康運動指導士のコラム　

〈4 面〉●　「喫煙と健康の問題」テーマに
　　　　第220回ヘルスケア研修会
　　　●　「東京都予防医学協会賞」
　　　　ＰＫＵ親の会・関東総会で10人を表彰
　　　● 人間ドック「ドクターズミーティング」を開く―本会
　　　●　連載　保健会館クリニックの顔　第17回
　　　●　読影医のためのマンモグラフィ読影勉強会―本会

今月の主な紙面

　

１
９
９
０
年
代
以
降
、
企
業
間

競
争
の
激
化
や
産
業
構
造
の
変
化

を
背
景
に
規
制
緩
和
が
進
め
ら

れ
、
就
業
形
態
も
多
様
化
、
企
業

の
人
件
費
抑
制
と
相
ま
っ
て
、
派

遣
労
働
な
ど
の
非
正
規
雇
用
が
増

え
て
い
る
。
し
か
し
、
十
分
な
安

全
教
育
を
受
け
な
い
ま
ま
過
酷
な

業
務
に
従
事
す
る
こ
と
も
多
く
、

労
働
災
害
も
急
増
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
雇
い
派
遣
な
ど
の
非

正
規
雇
用
の
多
く
は
、
正
規
雇
用

と
比
べ
賃
金
も
低
く
雇
用
も
不
安

定
な
こ
と
か
ら
、
経
済
的
自
立
が

困
難
で
、
将
来
に
希
望
が
持
て
な

い
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」（
働
く

貧
困
層
）
と
呼
ば
れ
、
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
正
社
員
の
長
時
間
・
過

重
労
働
に
対
し
て
は
、
06
年
に
医

師
に
よ
る
面
談
指
導
が
義
務
化
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
も
改
善
の
兆
し

が
見
え
ず
、
働
き
盛
り
世
代
へ
の

負
担
は
一
層
増
し
て
い
る
。
過
労

死
や
う
つ
、
自
殺
な
ど
も
依
然
と

し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、
産
業
保

健
の
課
題
で
あ
る
労
働
者
の
健
康

と
安
全
の
確
保
は
、
今
日
そ
の
重

要
性
を
さ
ら
に
増
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
開
催
さ

れ
た
今
学
会
の
メ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
司
会　

小
木
和
孝
労
働
科

学
研
究
所
主
管
研
究
員
、
岸
玲
子

教
授
）
で
は
、
最
初
に
企
画
運
営

委
員
長
の
立
場
か
ら
岸
教
授
が
、

「
人
間
ら
し
い
労
働
と
生
活
の
質

の
調
和
は
、
一
個
人
や
一
企
業
で

達
成
で
き
る
課
題
で
は
な
い
。
労

働
の
あ
り
方
と
と
も
に
税
制
や
社

会
保
障
、
年
金
な
ど
も
含
め
た
日

本
全
体
の
制
度
設
計
な
し
に
達
成

す
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
し
て
、

日
本
産
業
衛
生
学
会
（
学
会
）
が

率
先
し
て
、
そ
の
た
め
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
示
す
べ
き
で
あ
る

と
の
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、元
国
際
労
働
機
関（
Ｉ

Ｌ
Ｏ
）
駐
日
代
表
で
文
京
学
院
大

学
の
堀
内
光
子
客
員
教
授
が
基
調

講
演
し
、「
現
在
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
全

活
動
の
テ
ー
マ
は
、『decent 

work for all

（
す
べ
て
の
人
に

人
間
ら
し
い
仕
事
を
）』
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
①
企
業
育
成
や
職

業
訓
練
を
通
じ
て
の
雇
用
の
創
出

②
働
く
人
々
の
人
権
の
確
保
③
労

働
保
護
④
労
使
対
話
の
確
保―

の

４
つ
の
戦
略
目
標
が
あ
り
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
（
社
会
的
に
構
築
さ
れ
た

男
女
の
差
異
）
平
等
が
、
こ
れ
ら

４
つ
に
か
か
わ
る
横
断
的
戦
略
目

標
で
あ
る
」
と
述
べ
、
人
間
ら
し

い
労
働
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
国

際
的
に
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
討
論

で
は
、「
人
間
ら
し
い
労
働
と
生

活
の
質
の
調
和
を
、
日
本
で
ど
の

よ
う
に
実
現
す
る
の
か
」
を
テ
ー

マ
に
、
行
政
、
学
会
、
経
営
、
労

組
の
立
場
か
ら
６
人
の
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
が
講
演
し
、
具
体
的
な
対
策

が
議
論
さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
内
閣
府
の
神
田
玲

子
課
長
は
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
（
Ｗ
Ｌ
Ｂ
）
と
は
、
仕

事
以
外
に
も
、
家
庭
生
活
、
地
域

活
動
、
自
己
啓
発
、
健
康
・
休
養

な
ど
に
各
人
の
時
間
と
労
力
を
う

ま
く
配
分
し
、
満
足
度
の
高
い
暮

ら
し
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
①
就
労
に
よ
る
経

済
的
自
立
が
可
能
な
社
会
②
家
族

や
地
域
な
ど
で
過
ご
す
時
間
が
確

保
さ
れ
、
健
康
で
豊
か
な
生
活
が

で
き
る
社
会
③
多
様
な
働
き
方
・

生
き
方
が
選
択
で
き
る
社
会―

の

実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
Ｗ

Ｌ
Ｂ
は
、
老
若
男
女
す
べ
て
の

人
々
を
対
象
と
し
、
人
々
の
生
き

方
・
価
値
観
に
か
か
わ
る
課
題
で

あ
る
」
と
解
説
し
た
。

　

富
士
電
機
リ
テ
イ
ル
シ
ス
テ
ム

ズ
の
五
十
嵐
千
代
主
査
は
、
中
小

企
業
や
50
人
未
満
の
事
業
所
、
非

正
規
労
働
者
の
多
く
が
、
産
業
保

健
サ
ー
ビ
ス
を
ま
っ
た
く
受
け
て

い
な
い
現
状
を
指
摘
し
、
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。

　
「
何
よ
り
も
ま
ず
重
要
な
こ
と

は
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
等
し
く

産
業
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
義

務
づ
け
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
１
６
１
号
条

約
に
、
わ
が
国
が
批
准
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　

ま
た
、
72
年
に
制
定
さ
れ
た
労

働
安
全
衛
生
法
は
、
製
造
業
を
主

と
し
た
も
の
で
現
状
と
そ
ぐ
わ
な

く
な
っ
て
お
り
、
北
欧
や
韓
国
の

よ
う
に
、
産
業
保
健
専
門
職
を
取

り
入
れ
た
、
包
括
的
で
柔
軟
な
も

の
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
法
制
度
や
行
政
の
取

り
組
み
も
重
要
だ
が
、
そ
も
そ
も

産
業
保
健
は
事
業
主
と
労
働
者
が

協
働
し
て
自
主
的
に
進
め
て
い
く

も
の
だ
か
ら
、企
業
理
念
の
中
に
、

産
業
保
健
を
位
置
づ
け
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
あ
る
」。

　

労
働
科
学
研
究
所
の
酒
井
一

博
所
長
は
、「
学
会
は
、
学
会
力
、

提
案
力
、
現
場
支
援
力
、
人
材
育

成
力
を
活
用
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
た

上
で
、
今
後
の
対
策
と
し
て
、
経

営
ト
ッ
プ
に
対
す
る
教
育
の
制
度

化
、安
全
保
健
中
核
人
材
の
育
成
、

産
業
現
場
に
介
入
し
た
調
査
研
究

の
実
施
、
な
ど
の
対
策
を
提
案
し

た
。

　

パ
ネ
ル
討
論
で
は
こ
の
他
、
札

幌
鉄
道
病
院
の
佐
藤
広
和
医
長
や

日
本
経
団
連
の
高
橋
信
雄
産
業
保

健
問
題
Ｗ
Ｇ
座
長
、
日
本
労
働
組

合
総
連
合
会
の
中
桐
孝

郎
次
長
か
ら
も
Ｗ
Ｌ
Ｂ

に
関
す
る
提
案
や
取
り

組
み
が
報
告
さ
れ
、
熱

心
な
討
論
が
行
わ
れ

た
。

　

現
在
の
産
業
保
健
が

抱
え
る
深
刻
な
テ
ー
マ

を
取
り
上
げ
た
今
回
の

メ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
は
、
１
２
０
０
人
も

の
参
加
が
あ
り
、
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え

た
。
学
会
を
中
心
と
し

た
今
後
の
活
動
に
、
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

就
業
形
態
の
多
様
化
や
企
業
の
人
件
費
抑
制
を
背
景
に
、
派
遣
労
働
な
ど
非
正
規
雇
用
が
増
え

て
い
る
が
、
安
全
教
育
が
不
十
分
な
こ
と
か
ら
、
派
遣
労
働
者
の
労
働
災
害
が
急
増
し
て
い
る
。
一

方
、
正
社
員
の
長
時
間
・
過
重
労
働
も
改
善
の
兆
し
が
見
え
ず
、
過
労
死
や
う
つ
、
自
殺
な
ど
も
増

加
傾
向
に
あ
る
。
政
府
は
昨
年
、「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
憲
章
」

と
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た
め
の
行
動
指
針
」
を
策
定
し
対
策
に
乗
り
出
し
た
。
こ
う
し
た

中
、
先
ご
ろ
北
海
道
・
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
第
81
回
日
本
産
業
衛
生
学
会
（
企
画
運
営
委
員
長　

岸
玲
子
北
海
道
大
学
大
学
院
教
授
）
で
は
「『
人
間
ら
し
い
労
働
』
と
『
生
活
の
質
』
の
調
和―

働

き
方
の
新
し
い
制
度
設
計
を
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
多
数
の
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

今
月
は
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
タ
イ
ト
ル
に
据
え
た
メ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

人間らしい労働のあり方人間らしい労働のあり方
めぐって  第81回 日本産業衛生学会が開催めぐって  第81回 日本産業衛生学会が開催

学
会
主
導
の
制
度
設
計
で

　
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」実
現
を

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）とは

仕事は、暮らしを支え、生きがいや喜びをもたらすものだが、

同時に、家事・育児、近隣との付き合いなどの生活も暮らし

に欠かすことができないものであり、その充実感があってこ

そ、人生の生きがい、喜びは倍増する。

しかしながら、現実の社会には、

・安定した仕事に就けず、経済的に自立することができない

・仕事に追われ、心身の疲労から健康を害しかねない

・仕事と子育てや老親の介護との両立に悩む

などの問題があり、仕事と生活の不安や豊かさが実感できな

い大きな要因となっており、社会の活力の低下や少子化・人

口減少という現象にまで繋がっている。

それを解決する取り組みが、仕事と生活の調和（ワーク・ライ

フ・バランス）の実現である。

「内閣府　仕事と生活の調和推進室ホームページ」より一部改変
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２
０
０
３
年
の
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）と
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）に
よ
る
報
告
書
で
は
、

過
度
の
飲
酒
に
よ
り
、
口
腔
・
咽

頭
・
喉
頭
・
食
道
・
肝
臓
・
乳
房
の

が
ん
の
リ
ス
ク
が
確
実
に
高
く
な

る
と
判
定
さ
れ
た
。
近
年
の
国
際

が
ん
研
究
所
（
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）や
世

界
が
ん
研
究
基
金
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｆ
）

と
米
国
が
ん
研
究
協
会
（
Ａ
Ｉ
Ｃ

Ｒ
）に
よ
る
評
価 

で
は
、
飲
酒
関

連
が
ん
と
し
て
新
た
に
大
腸
が

ん
が
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
／
Ｆ
Ａ
Ｏ

の
報
告
書
で
は
、脳
卒
中
の
リ
ス

ク
が
確
実
に
上
が
る
と
判
定
さ
れ

た
一
方
、少
量
か
ら
適
量
の
飲
酒

は
、冠
動
脈
疾
患
の
リ
ス
ク
を
確

実
に
下
げ
る
と
も
判
定
さ
れ
て
い

る
。
糖
尿
病
に
関
し
て
は
、
関
連

の
証
拠
が
十
分
で
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
◇

筆
者
を
主
任
研
究
者
と
す
る

厚
生
労
働
科
学
第
３
次
対
が
ん
10

か
年
総
合
戦
略
研
究
事
業
「
生

活
習
慣
改
善
に
よ
る
が
ん
予
防

法
の
開
発
と
評
価
」
研
究
班

（http://epi.ncc.go.jp/
can_

prev/index.html

）

に
よ
る
、
日
本
人
の
エ
ビ
デ
ン

ス
を
中
心
と
し
た
評
価
で
は
、

飲
酒
と
の
関
連
に

つ
い
て
は
、
全
部

位
合
計
、
肝
臓
、

食
道
、
大
腸
が
確

実
、
胃
、
肺
、
乳

房
、
膵
臓
、
前
立

腺
が
デ
ー
タ
不
十

分
と
判
定
し
て
い

る
（
２
０
０
８
年

７
月
現
在
）。

　

ま
た
、わ
れ
わ

れ
の
日
本
人
約

10
万
人
を
対
象
と

し
た
コ
ホ
ー
ト

研
究
で
は
、こ
れ

ま
で
に
、
胃
、
大

腸
、肺
、膵
臓
、胆

道
の
各
部
位
と
全

部
位
合
計
と
の
関

連
を
報
告
し
て
い

る
。
飲
酒
に
よ
り

統
計
学
的
有
意
な

リ
ス
ク
上
昇
が
示

さ
れ
た
の
は
、
男

性
に
お
い
て
、
大

腸
が
ん
と
喫
煙
者

の
肺
が
ん
、そ
し

て
、
全
部
位
合
計

と
の
関
連
で
あ
っ

た
。

　

し
た
が
っ
て
、

飲
酒
が
日
本
人
の

が
ん
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、疑
う
余
地
の
な
い
事
実
で
あ

る
。
女
性
に
関
し
て
は
、
飲
酒
者

や
が
ん
の
罹
患
数
が
少
な
く
て
、

リ
ス
ク
上
昇
が
検
出
し
に
く
い
可

能
性
が
あ
る
。
４
つ
の
日
本
人
の

コ
ホ
ー
ト
研
究
の
プ
ー
ル
解
析
※

に
お
い
て
は
、女
性
で
も
大
腸
が

ん
の
リ
ス
ク
上
昇
が
確
認
さ
れ

た
。

　
　
　
　
　
　
◇

　

で
は
、ど
の
く
ら
い
飲
む
と
、

ど
の
く
ら
い
が
ん
の
リ

ス
ク
が
上
が
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
の

コ
ホ
ー
ト
研
究
で
は
、

飲
酒
量
と
何
ら
か
の
が

ん
に
罹
患
す
る
リ
ス
ク

と
の
関
連
に
つ
い
て

は
、
男
性
に
お
い
て
、

月
１
～
３
日
飲
酒
す
る

グ
ル
ー
プ
（
全
体
の

10
％
）と
比
較
し
た
場

合
、ア
ル
コ
ー
ル
の
摂

取
量
が
週
３
０
０
ｇ
以

上
（
全
体
の
14
％
）で

１・
４
倍
、
週
４
５
０

ｇ
以
上（
全
体
の
13
％
）

で
１・
６
倍
の
統
計
学

的
有
意
な
リ
ス
ク
の

上
昇
が
認
め
ら
れ
た

（
図
）。
週
３
０
０
ｇ
以

上
飲
酒
す
る
グ
ル
ー
プ
は
男
性
の

27
％
を
占
め
る
。
そ
の
グ
ル
ー
プ

に
発
生
し
た
が
ん
の
飲
酒
リ
ス
ク

に
よ
る
超
過
分
は
、す
べ
て
の
が

ん
の
12
・
５
％
を
占
め
る
と
計
算

さ
れ
た
。

　

ま
た
、喫
煙
習
慣
別
に
が
ん
罹

患
リ
ス
ク
と
の
関
連
を
見
る
と
、

非
喫
煙
者
に
お
い
て
は
、リ
ス
ク

の
上
昇
を
認
め
ら
れ
な
い
一
方
、

喫
煙
者
に
お
い
て
は
、週
１
５
０

ｇ
未
満
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
リ
ス
ク

の
上
昇
傾
向
が
観
察
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
◇

　

大
量
飲
酒
の
習
慣
が
、が
ん
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病

リ
ス
ク
を
増
し
、死
亡
リ
ス
ク
を

高
め
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
一

方
、少
量
か
ら
中
程
度
量
の
飲
酒

は
、心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
に
対
し

て
予
防
的
に
働
く
こ
と
も
示
さ
れ

て
い
る
。
梗
塞
性
の
心
血
管
疾
患

が
死
因
と
し
て
占
め
る
割
合
の
高

い
欧
米
で
は
、飲
酒
に
よ
る
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
が
上
回
る
か
も
し
れ
な

い
が
、心
血
管
疾
患
の
発
症
や
死

亡
が
少
な
い
日
本
で
は
、そ
れ
ほ

ど
で
も
な
い
と
予
想
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
◇

　

日
本
人
は
、体
内
で
産
生
さ
れ

た
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
分
解
す

る
酵
素
（
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
）の
活
性
が

弱
い
体
質
の
人
が
多
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
飲
酒
に

よ
る
影
響
は
喫
煙
状
況
で
異
な
る

可
能
性
を
示
し
た
が
、日
本
人
男

性
の
喫
煙
率
は
高
い
。
し
た
が
っ

て
、飲
酒
の
影
響
が
欧
米
人
よ
り

も
大
き
い
可
能
性
が
推
定
さ
れ

る
。
そ
し
て
実
際
、
飲
酒
量
と
大

腸
が
ん
罹
患
リ
ス
ク
と
の
用
量
反

応
関
係
を
日
本
人
（
４
つ
の
コ

ホ
ー
ト
研
究
の
プ
ー
ル
解
析
）と

欧
米
人
（
８
つ
の
コ
ホ
ー
ト
研
究

の
プ
ー
ル
解
析
）の
各
々
で
比
較

す
る
と
、概
し
て
日
本
人
の
方
で

リ
ス
ク
が
大
き
く
出
て
い
る
。
飲

酒
と
疾
病
リ
ス
ク
に
関
し
て
、遺

伝
的
素
因
や
他
の
生
活
習
慣
な
ど

を
考
慮
し
た
、さ
ら
な
る
研
究
が

求
め
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
◇

　

総
死
亡
を
指
標
と
し
た
場
合
、

わ
れ
わ
れ
の
コ
ホ
ー
ト
研
究
で

は
、ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
量
が

週
１
５
０
ｇ
未
満
（
男
性
で
は
、

３
０
０
ｇ
未
満
）、す
な
わ
ち
、
１

日
当
た
り
日
本
酒
に
換
算
し
て
１

合
（
か
ら
２
合
）
程
度
ま
で
は
、

月
に
１
～
３
日
飲
酒
す
る
グ
ル
ー

プ
と
比
較
し
て
、あ
る
い
は
、
非

飲
酒
者
と
比
較
し
て
も
、リ
ス
ク

の
上
昇
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、週
当
た
り
の
飲
酒
頻
度

が
４
日
ま
で
の
男
性
の
グ
ル
ー
プ

に
お
い
て
は
、飲
酒
量
に
よ
る
リ

ス
ク
上
昇
は
、週
４
５
０
ｇ
（
21

合
）
未
満
ま
で
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
１
週
間
当
た

り
の
総
摂
取
量
が
多
く
て
も
、休

肝
日
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、ア

ル
コ
ー
ル
の
悪
影
響
が
弱
ま
る
効

果
が
期
待
で
き
る
可
能
性
を
示

唆
す
る
。
た
だ
し
、こ
の
よ
う
な

デ
ー
タ
は
、今
の
と
こ
ろ
わ
れ
わ

れ
の
コ
ホ
ー
ト
研
究
か
ら
し
か
報

告
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、他
の
研

究
に
よ
る
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
◇

　

許
容
し
得
る
飲
酒
量
に
つ
い

て
、日
本
人
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
い
て
あ
え
て
提
言
す
る
と
、週

１
５
０
ｇ
（
７
合
）か
ら
３
０
０

ｇ
（
14
合
）が
望
ま
し
い
と
考
え

る
。
そ
し
て
、
毎
日
飲
み
た
け
れ

ば
１
合
ま
で
、そ
れ
以
上
飲
み
た

け
れ
ば
、休
肝
日
を
設
け
て
調
整

す
る
の
が
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
も
ち
ろ
ん
、た
ば
こ
を
吸

わ
な
い
こ
と
、そ
し
て
飲
み
た
く

な
い
人
は
無
理
に
飲
む
必
要
が
な

い
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。（つ

づ
く
）

※
プ
ー
ル
解
析

　

あ
る
課
題
に
つ
い
て
、
複
数
の
研
究

デ
ー
タ
を
集
積
し
、解
析
す
る
こ
と
で
統

計
学
的
な
パ
ワ
ー
を
増
し
、よ
り
信
頼
性

の
高
い
結
果
を
得
る
た
め
の
研
究
方
法

あ
り
ま
す
が
、
食
べ
過
ぎ
や
運

動
不
足
と
い
っ
た
弊
害
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

寿
命
に
関
し
て
は
、
神
様

の
領
域
。
で
も
健
康
寿
命
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
努
力
で
変
わ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ

の
生
活
に
少
し
気
を
つ
け
る
こ

と
で
、
も
っ
と
心
地
よ
い
人
生

を
送
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

わ
ず
か
な
努
力
で
効
果
の

出
る
方
法
を
、
ぜ
ひ
み
つ
け
て

い
た
だ
き
た
い
な
と
思
い
な
が

ら
保
健
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。

（
本
会
医
師
）

ま
た
、
食
事
や
運
動
に
つ
い

て
さ
ら
に
詳
し
く
知
り
た
い
と

い
う
方
に
は
、
管
理
栄
養
士
や

健
康
運
動
指
導
士
の
相
談
を
活

用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
や

は
り
餅
は
餅
屋
で
、
役
立
つ
コ

ツ
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る

と
思
い
ま
す
。

現
代
人
の
生
活
様
式
は
、

１
０
０
年
前
と
比
べ
た
ら
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
か
ら
だ
を

動
か
さ
な
く
な
っ
た
り
、
食
べ

物
が
余
っ
て
い
た
り
と
い
う
の

は
、
本
当
に
こ
こ
数
十
年
の
変

化
で
す
。
平
均
寿
命
が
延
び
る

な
ど
今
の
生
活
の
よ
い
部
分
も

と
お
り
実
行

し
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、

ご
自
分
に

合
っ
た
方
法

を
み
つ
け
る

き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
な
が

ら
、
お
話
し
し
て
い
ま
す
。

運
動
や
食
習
慣
の
改
善
は
、

そ
の
人
に
合
う
も
の
、

と
い
う
の
が
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
ま
た
、
気

持
ち
い
い
と
感
じ
ら
れ

そ
う
な
も
の
を
ご
自
身

で
検
索
し
、
能
動
的
に

選
ぶ
こ
と
も
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
よ
く
提
案
す
る
の

が
、「
ま
ず
は
、
ひ
と
り
作
戦

会
議
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
こ
と
。
ま
ず
頭
で

考
え
て
作
戦
を
た
て
て
、

自
分
に
合
い
そ
う
な
も
の

を
探
し
、
始
め
て
み
る
。

自
分
で
選
ん
だ
と
い
う
こ

と
が
継
続
の
決
め
手
に
な

る
か
ら
で
す
。

生
活
の
変
化
を
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
、
よ
い
習
慣
を
継
続
で

き
る
よ
う
応
援
す
る
、
生
活
改

善
し
な
く
て
は
と
思
い
な
が
ら

で
き
な
い
で
い
る
人
に
は
、
明

日
か
ら
で
き
そ
う
な
も
の
を
お

聴
き
す
る
。
こ
ち
ら
が
言
っ
た

最
近
、
健
康
の
こ
と
を
気
に

し
て
い
る
人
、
疲
れ
て
い
る
人

が
増
え
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
勤
務
時
間
が
増
え
、
ス

ト
レ
ス
も
強
く
な
っ
て
い
る
影

響
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
し
た
受
診
者
を
前
に
し

て
い
つ
も
思
う
の
は
、
そ
の
方

が
よ
り
豊
か
に
過
ご
す
お
手
伝

い
を
少
し
で
も
で
き
れ
ば
、
と

い
う
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
前
年
に
比
べ

デ
ー
タ
が
改
善
し
た
人
に
は
、

飲 酒 と がん

様
に
、
皆
さ
ん
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
、
話
を
し
た
く
な
る
よ
う

な
空
間
づ
く
り
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
席
の
配

置
、
室
温
の
調
整
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を

流
す
、
植
物
を
置
く
、
ア
ロ
マ

オ
イ
ル
を
使
う
な
ど
で
す
。
さ

ら
に
は
相
談
室
の
壁
紙
や
床
の

色
、
そ
の
材
質
選
び
に
参
加
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
せ
っ
か

く
保
健
相
談
に
来
て
い
た
だ
く

の
で
、
お
役
に
立
ち
そ
う
な
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
準
備
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

空
間
の
一
部
に
は
保
健
師
自
身

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
言
葉
づ

か
い
や
態
度
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
服
装
な
ど
の
身
だ
し
な
み

も
皆
さ
ん
に
不
快
感
を
与
え
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
多
く
の
方
が
気
持

ち
良
く
保
健
相
談
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
ひ
と

工
夫
も
相
談
準
備
に
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

支
援
す
る
と
い
う
、
協
力
者
の

立
場
に
あ
る
と
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
相
談
室
の
イ

メ
ー
ジ
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？　

皆
さ
ん

の
中
に
も
取
調
室
の
よ

う
な
部
屋
を
想
像
な
さ

る
方
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
実
際
に
は
部

屋
の
広
さ
な
ど
、
物
理
的
な
問

題
は
あ
り
ま
す
が
、
相
談
室
の

空
間
を
い
か
に
皆
さ
ん
に
と
っ

て
居
心
地
の
良
い
も
の
に
す
る

か
配
慮
す
る
こ
と
も
、
実
は
私

た
ち
保
健
師
の
大
事
な
役
割
で

す
。
相
談
の
準
備
に
は
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

最
近
は
、
ホ
テ
ル
や
飲
食
店

な
ど
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
空
間

演
出
を
す
る
こ
と
が
サ
ー
ビ
ス

の
一
部
と
し
て
主
流
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
保
健
相
談
も
同

か
を
尋
ね
る
と
「
健
康
診
断
の

結
果
、
い
ろ
い
ろ
チ
ェ
ッ
ク
が

付
い
て
い
た
し
、
取
調
室
の
よ

う
な
狭
い
部
屋
の
中
で
叱
ら
れ

る
の
か
と
思
っ
て
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

ま
ず
、
誤
解

の
な
い
よ
う
に

一
言
。
保
健
相

談
で
私
た
ち
が

皆
さ
ん
を
叱
る

と
い
う
こ
と
は

決
し
て
あ
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち

保
健
師
は
、
皆

さ
ん
の
健
康
維

持
・
増
進
の
た

め
に
個
人
の
希

望
す
る
方
法
を

な
っ
た
と
し
ま
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
何
を
最

初
に
思
い
浮
か
べ
ま

し
た
か
？　

「
ど
う

し
て
私
が
？
」
「
ど

ん
な
人
に
会
う
の
か

な
…
」
「
う
る
さ
い

こ
と
を
注
意
さ
れ
る

の
か
…
」
な
ど
で

し
ょ
う
か
。

　

以
前
、
「
今
日
は

取
り
調
べ
を
受
け
る

つ
も
り
で
や
っ
て
来
ま
し
た
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
保
健
相
談
に
そ
ん
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
の
か
と
思
う
と

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
な
ぜ
そ
の

よ
う
な
気
持
ち
を
持
た
れ
た
の

　

今
月
号
で
は
保
健
相
談
に
向

け
た
準
備
の
う
ち
、
相
談
室
の

空
間
づ
く
り
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
っ
そ
く
で
す
が
、
皆
さ
ん

が
実
際
に
相
談
を
す
る
こ
と
に

　

主
菜
／
主
に
た
ん
ぱ
く
質
、

脂
質
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、
鉄
の
摂

取
源
。
肉
、魚
、卵
、大
豆
製
品

な
ど
。
メ
イ
ン
料
理
と
し
て
３

皿
程
度
で
す
。
脂
質
の
多
い

食
材
や
油
っ
こ
い
料
理
は
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
昼
食
が
外
食
で
主
菜
中
心

な
ら
夕
食
は
副
菜
中
心
に
す
る

な
ど
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　

牛
乳
・
乳
製
品
／
主
に
カ
ル

シ
ウ
ム
の
摂
取
源
。
牛
乳
で
あ

れ
ば
コ
ッ
プ
１
杯
程
度
で
す
。

食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
を
カ
フ
ェ
オ

レ
に
し
た
り
、デ
ザ
ー
ト
や
間

食
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
利
用
を
。

　

果
物
／
主
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、

カ
リ
ウ
ム
、
食
物
繊
維
の
摂
取

源
。生
重
量
と
し
て
２
０
０
ｇ
。

み
か
ん
で
あ
れ
ば
２
個
程
度
。

　

菓
子
・
嗜
好
飲
料
／
酒
類
や

清
涼
飲
料
水
、
菓
子
な
ど
は
、

コ
マ
の
ひ
も
で
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
食
生
活
の
楽
し
み
の
部
分

で
あ
り
、
量
的
な
目
安
は
示
さ

ず
「
楽
し
く
適
度
に
」
と
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
前
回
の
ク

イ
ズ
の
正
解
は
×
。
メ
ロ
ン
パ

ン
な
ど
の
甘
い
菓
子
パ
ン
は

「
菓
子
・
嗜
好
飲
料
」に
分
類
さ

れ
ま
す
。

　

今
月
の
○
×
ク
イ
ズ
は
次
号

の
テ
ー
マ
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
実
践
編
」
に
ち
な
ん
だ
質

問
で
す
。

Ｑ　

納
豆
は
「
副
菜
」
の
グ

ル
ー
プ
に
入
る
。○
か
×
か
。

す
。
料
理
ご
と
の
１
日
の
目
安

量
は
…
。

　

主
食
／
主
に
炭
水
化
物
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
摂
取
源
。
ご
飯
、

パ
ン
、
麺
な
ど
。
ご
飯
で
あ
れ

ば
普
通
盛
り
（
１
５
０
ｇ
）
４

杯
程
度
で
す
。

　

副
菜
／
主
に
ビ
タ
ミ
ン
、ミ

ネ
ラ
ル
、食
物
繊
維
の
摂
取
源
。

野
菜
・
き
の
こ
・
い
も
・
海
藻

な
ど
。
小
鉢
料
理
で
あ
れ
ば
５

皿
程
度
で
す
。
野
菜
は
生
で
食

べ
る
よ
り
加
熱
し
た
方
が
、カ

サ
が
減
る
の
で
多
く
摂
り
や
す

い
で
し
ょ
う
。

し
た
も
の
で
す
。
面
積
の
違
い

が
摂
取
す
る
割
合
を
表
し
、
コ

マ
が
安
定
し
て
回
転
す
る
こ
と

＝
良
好
な
栄
養
バ
ラ
ン

ス
が
保
た
れ
る
、
と
い

う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
コ
マ
が
倒
れ

な
い
よ
う
偏
ら
ず
に
食

事
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

　

図
は
、お
よ
そ
２
２
０
０
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
の
例
で
、
身
体
活

動
量
の
低
い
男
性
の
目
安
量
で

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
は
、

１
日
に
「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」

食
べ
た
ら
良
い
か
の
目
安
を
示

し
て
い
ま
す
。
図
の
上
か
ら
順

に
「
主
食
」「
副
菜
」「
主
菜
」

「
牛
乳
・
乳
製
品
」「
果
物
」
で

構
成
さ
れ
、
コ
マ
を
イ
メ
ー
ジ

　

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
始

め
た
運
動
が
、
何
か
の
き
っ
か

け
で
中
断
し
て
し
ま
う
こ
と
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
今
回
は
、

今
年
の
１
月
か
ら
続
け
て
い
た

仕
事
帰
り
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

中
断
し
て
し
ま
っ
た
、
Ａ
さ
ん

の
運
動
再
開
に
向
け
た
き
っ
か

け
づ
く
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ　

梅
雨
明
け
か
ら

暑
い
日
が
続
い
て
い

た
の
で
、
１
カ
月
ほ

ど
、
通
勤
帰
り
に
歩

く
こ
と
を
止
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。
当
然

の
ご
と
く
、
体
重
は
増
え
て
し

ま
っ
て
。
歩
き
続
け
な
い
と
体

重
が
戻
ら
な
い
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
き
っ
か
け

が
つ
か
め
ま
せ
ん
。

Ａ　

恐
ら
く
、
歩
き
始
め
て
１

カ
月
く
ら
い
で
、
か
ら
だ
が
慣

れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

歩
く
ス
ピ
ー
ド
が
上
が

り
、
同
じ
距
離
を
歩
く
の

に
所
要
時
間
が
減
れ
ば
、

体
力
が
つ
い
て
き
た
実
感

が
わ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

体
重
も
少
し
ず
つ
落
ち
、

自
信
が
出
て
く
る
。
こ
れ

が
、
Ａ
さ
ん
の
継
続
の
原

動
力
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

残
暑
が
続
い
て
い
る
こ

と
を
考
慮
し
、
ゆ
っ
く

り
ペ
ー
ス
で
、
１
日
お
き
に
歩

い
て
み
ま
し
ょ
う
。
初
め
て
歩

き
始
め
た
と
き
よ
り
も
早
く
か

ら
だ
が
慣
れ
て
く
る
は
ず
な
の

で
、
ま
ず
は
歩
い
て
い
る
こ
と

を
普
通
と
感
じ
ら
れ
る
状
態
に

戻
す
こ
と
を
ね
ら
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

Ｑ　

ま
だ
暑
さ
は
気
に
な
る

し
、
ば
て
そ
う
な
気
も
す
る
の

で
、
１
日
お
き
く
ら
い
が
ち
ょ

う
ど
良
い
と
感
じ
ま
す
が
、
そ

れ
だ
と
、
体
重
は
落
ち
に
く
い

で
す
よ
ね
？

Ａ　

確
か
に
難
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
体
重
を
落
と
す
こ
と

は
、
以
前
の
ペ
ー
ス
で

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
考
え
る
と
し
て
、

ま
ず
は
体
重
を
こ
れ
以

上
増
や
さ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
を
大
切
に
し

た
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
残
暑
が
落
ち

着
く
ま
で
の
間
に
、
少

し
落
ち
て
し
ま
っ
た
筋

力
を
補
強
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
お

風
呂
で
か
ら
だ
を
洗
う

時
、
お
風
呂
上
り
に
か

ら
だ
を
ふ
く
時
、
片
足

を
上
げ
る
こ
と
で
簡
単

に
で
き
ま
す
（
イ
ラ
ス
ト
）
。

〈
そ
の
場
で
実
践
後
…
〉

Ｑ　

日
常
の
階
段
利
用
な
ど
意

識
は
し
て
い
た
の
で
簡
単
に
で

き
る
と
思
っ
た
け
ど
、
意
外
と

難
し
い
で
す
ね
。

Ａ　

１
カ
月
前
な
ら
簡
単
に
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
片
足
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

た
め
に
は
、
足
以
外
の
お
尻
、

背
中
、
お
腹
な
ど
の
全
身
の
筋

肉
を
使
い
ま
す
。
歩
く
時
も
、

こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
全
身
の
筋

肉
を
使
い
ま
す
。
全
身
の
筋
肉

を
補
強
す
る
こ
と
で
、
以
前
の

ペ
ー
ス
を
取
り
戻
し
や
す
く
な

り
、
ひ
い
て
は
体
重
減
少
に
も

つ
な
げ
て
い
け
る
で
し
ょ
う
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
　

岡 

惺
治

（
健
康
管
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

〝
ひ
と
り
作
戦
会
議
〟

　

の
ス
ス
メ

の

コ

ラ

ム

師医

食
事
バ
ラ
ン
ス

ガ
イ
ド
【
基
礎
編
】

士

の

コ

ラ

養栄理管

ム

ムラコの

相談室の
空間づくり

の

運動再開の
きっかけ

士導指動運康健

師健保

コ

ラ

ム

健
康
づ
く
り
・
健
康
増
進
を
支
援
す
る
ペ
ー
ジ

保
健
指
導
シ
リ
ー
ズ
⑤
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私
は
、
国
際
医
療
援
助
の
よ
う

な
仕
事
が
し
た
く
て
医
学
部
を
め

ざ
し
ま
し
た
が
、
大
学
の
説
明
会

で
産
業
保
健
や
予
防
医
学
の
話
を

聞
い
て
た
い
へ
ん
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
産
業
医
科
大
学
に
入
学
し

て
か
ら
も
公
衆
衛
生
や
疫
学
に
関

心
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
分
野
に

進
む
こ
と
に
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

２
０
０
２
年
３
月
に
大
学
を
卒

業
し
た
後
は
、
卒
後
修
練
の
Ａ

コ
ー
ス
と
い
っ
て
、
大
学
の
中
で

も
最
も
産
業
保
健
の
専
門
性
の
高

い
コ
ー
ス
に
所
属
し
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
５
年
間
、
臨
床
研
修
や
企

業
研
修
を
積
み
、
昨
年
６
月
か
ら

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
株

式
会
社
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
独
ダ
イ
ム
ラ
ー
社
の
傘

下
と
し
て
旧
三
菱
自
動
車
工
業
の

体
制
か
ら
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て

い
る
最
中
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
改
変
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
健
康
管
理
面
で
は
社

内
診
療
所
を
閉
鎖
し
、
昨
年
９
月

か
ら
ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
改

名
し
て
、
全
社
員
対
象
に
健
康
管

理
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
赴
任
当
初
の
一
番
の
仕
事

は
、
診
療
所
で
勤
務
し
て
い
た
看

護
師
２
人
と
保
健
師
２
人
を
１
つ

の
チ
ー
ム
と
し
て
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
の
名
の
下
に
新
た
な
健

康
管
理
シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
で
し
た
。

　

こ
こ
川
崎
エ

リ
ア
で
私
が
担

当
し
て
い
る

従
業
員
は
約

３
５
０
０
人
で

す
。
他
に
本
社

に
６
０
０
人
、

栃
木
に
５
０
０

人
、
名
古
屋
に

２
５
０
人
ほ
ど

い
ま
す
が
、
専

属
の
健
康
管
理
ス
タ
ッ
フ
が
い
る

の
は
こ
こ
だ
け
で
、
あ
と
は
い
ず

れ
も
嘱
託
の
ス
タ
ッ
フ
で
す
か

ら
、
そ
れ
ら
の
事
業
所
も
こ
ち
ら

で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
国
の
販
売
拠
点
を

取
り
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
社
員

数
は
１
万
人
近
く
増
え
ま
し
た
。

販
売
拠
点
に
は
整
備
工
場
が
あ
る

の
で
、
有
機
溶
剤
や
特
化
物
、
ア

ス
ベ
ス
ト
な
ど
の
有
害
業
務
が
あ

り
、
監
督
署
の
指
導
や
メ
ン
タ
ル

疾
患
の
対
応
の
際
に
は
本
社
に
相

談
が
あ
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
そ

う
し
た
販
売
拠
点
を
取
り
ま
と
め

る
活
動
も
求
め
ら
れ
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

住
み
分
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
で
は
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
と
し
て
産

業
医
、
保
健
師
が
積
極

的
に
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

休
業
し
て
い
た
方
の

復
職
に
際
し
て
は
、
人

事
、
労
政
、
職
制
、
産
業
保
健
ス

タ
ッ
フ
、
必
要
に
よ
り
精
神
科
医

も
入
っ
た
復
職
審
査
会
で
情
報
を

共
有
し
、
対
応
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
職
場
に
よ
る
処
遇
の
違
い
か

ら
従
業
員
に
不
平
等
が
生
じ
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
１

年
間
か
け
て
徐
々
に
会
議
数
も
増

え
、
う
ま
く
機
能
し
始
め
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
年
か
ら
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
健

保
事
業
と
し
て
の
特
定
保
健
指
導

と
産
業
保
健
活
動
と
し
て
の
事
後

措
置
と
の
役
割
分
担
や
、
本
来
私

た
ち
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

業
務
と
の
優
先
順
位
づ
け
、
ハ
イ

リ
ス
ク
の
方
を
逃
さ
な
い
体
制
づ

く
り
な
ど
、
課
題
は
多
い
で
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
健
保
の
予
算

で
、
胃
検
診
や
便
潜
血
、
腹
部
超

音
波
な
ど
の
法
定
外
健
診
を
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
予
算
が

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に
切

り
替
わ
り
、
職
域
の
が
ん
対
策
を

継
続
す
る
か
否
か
社
内
で
議
論
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
縮

小
の
上
、
会
社
予
算
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の

あ
り
方
も
大
き
な
課
題
で
す
。

　

今
後
は
も
う
少
し
産
業
保
健
ス

タ
ッ
フ
を
増
や
し
て
、
全
国
で
発

生
す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
も
対

応
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
将
来
は
育
児
を
し
な
が
ら
産

業
医
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

大
学
な
ど
と
も
相
談
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

佐
々
木
直
子

こ

三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

株

式

会

社　

産

業

医

さ

さ

き

な
お

こ
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こ
こ
の
工
場
で
は
、
小
型
か
ら

大
型
ま
で
す
べ
て
の
サ
イ
ズ
の
ト

ラ
ッ
ク
を
組
み
立
て
て
お
り
、
使

う
部
品
の
大
き
さ
も
乗
用
車
に
比

べ
て
か
な
り
大
き
い
の
で
、
組
み

立
て
作
業
に
伴
う
筋
骨
格
系
の
障

害
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

で
す
か
ら
組
み
立
て
ラ
イ
ン
の

人
間
工
学
的
な
作
業
管
理
が
と
て

も
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
作
業
管
理
は
生
産
性
の
面
か
ら

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
産
業
保
健

の
視
点
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
有
害
業
務
管
理
な
ど
も
対

策
が
遅
れ
て
お
り
、
今
後
は
そ
う

し
た
問
題
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
外
資
系
に
な
っ
て
職

場
の
雰
囲
気
も
随
分
変
わ
り
、
メ

ン
タ
ル
面
で
の
不
調
を
訴
え
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
看

護
師
と
保
健
師
に
よ
る
相
談
窓

口
を
つ
く
り
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
が
入
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
に
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
タ
ル
疾
患
は
、
専
門
医
に

月
に
２
回
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
産
業
医
業
務
と
は

太ももからふくらはぎを
洗って、ふく。

足の裏と足の指の間を
洗って、ふく。

稲葉由実
本会・健康増進部

石元三千代
本会・健康増進部

吉田重美
本会・健康増進部

外口弥生

飲酒量とがん罹患リスクとの関連（男性）
40～59歳の男35000人を9～12年間追跡

図
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月
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後
２
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４
時
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」
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と
述
べ
、早
期
の
禁
煙
教
育
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
出
生

年
ご
と
の
生
存
率
の
デ
ー
タ
か

ら
、医
療
の
進
歩
や
衛
生
状
況
の

改
善
に
よ
っ
て
非
喫
煙
者
の
生
存

率
が
延
び
る
一
方
で
、喫
煙
者
の

生
存
率
の
延
長
が
少
な
い
こ
と
を

指
摘
し
、喫
煙
に
よ
る
生
存
率
へ

の
影
響
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、

が
ん
や
呼
吸
器
疾
患
、循
環
器
疾

患
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
喫
煙
と
の
関
連
、胎
児
や
乳

幼
児
へ
の
影
響
、受
動
喫
煙
問
題

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
最

新
デ
ー
タ
を
紹
介
し
、喫
煙
に
よ

る
健
康
被
害
を
解
説
し
た
。

　

ま
た
瀬
山
准
教
授
は
、「
た
ば

こ
は
嗜
好
で
は
な
く
、ニ
コ
チ
ン

依
存
症
と
い
う
名
の
病
気
。
喫
煙

者
は
積
極
的
な
禁
煙
治
療
を
要
す

る
患
者
で
あ
る
」
と
述
べ
、ニ
コ

チ
ン
依
存
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
紹

介
し
、「
医
療
従
事
者
で
も
病
気

と
し
て
認
識
し
て
い
る
人
が
少
な

い
こ
と
が
問
題
」と
指
摘
し
た
。

　

さ
ら
に
、
社
会
的
・
経
済
的
側

面
か
ら
も
、「
禁
煙
支
援
は
経
済

効
率
に
優
れ
た
優
先
順
位
の
高
い

健
康
増
進
活
動
」
と
し
、
禁
煙
支

援
の
必
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

治
療
に
つ
い
て
は
、内
服
薬
が
認

可
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
な

が
ら
、治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

を
具
体
的
に
解
説
。
禁
煙
補
助
薬

を
使
う
こ
と
で
禁
煙
治
療
が
楽
に

で
き
る
こ
と
を

強
調
し
た
。

　

そ
し
て
、
健

診
は
禁
煙
の
重

要
性
を
伝
え
る

チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
と
述
べ
、「
喫
煙
は
病
気
だ
が
、

治
療
法
が
あ
り
、楽
に
治
療
で
き

る
こ
と
や
禁
煙
の
メ
リ
ッ
ト
を
繰

り
返
し
伝
え
る
こ
と
が
重
要
。
行

動
変
容
の
段
階
に
応
じ
た
継
続

的
な
支
援
を
職
域
の
健
康
管
理
ス

タ
ッ
フ
が
行
う
こ
と
が
大
切
だ
」

と
し
、関
係
者
が
協
力
し
て
禁
煙

治
療
者
を
支
え
る
重
要
性
を
重
ね

て
強
調
し
、講
演
を
締
め
く
く
っ

た
。

　

が
ん
を
始
め
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）や
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
と
喫

煙
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
職
域
の
喫
煙
対
策
も
、
受

動
喫
煙
防
止
と
い
う
段
階
か
ら

一
歩
進
み
、
禁
煙
指
導
と
い
う

積
極
的
な
対
策
に
踏
み
込
む
べ

き
時
期
と
の
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
、
去
る
７

月
９
日
、
健
康
管
理
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
と
本
会
が
主

催
す
る
第
２
２
０
回
ヘ
ル
ス
ケ

ア
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
保
健

指
導
シ
リ
ー
ズ
５
と
し
て
、
順

天
堂
大
学
医
学
部
の
瀬
山
邦
明

准
教
授
（
写
真
）が
「
喫
煙
と

健
康
の
問
題―

今
、
改
め
て
禁

煙
指
導
を
考
え
る
」
と
題
す
る

講
演
を
行
っ
た
。

の
継
続
を
願
っ
て
、
昨
年
、
新
生

児
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
30
周

年
記
念
事
業
「
東
京
都
予
防
医
学

協
会
賞
」（
協
会
賞
）を
設
立
。
去

る
８
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成

20
年
度
Ｐ
Ｋ
Ｕ
親
の
会
・
関
東
総

会
で
、今
年
度
の
受
賞
者
10
人
を

表
彰
し
、
賞
状
と
副
賞
、
記
念
メ

ダ
ル
を
贈
呈
し
た
。

　

表
彰
の
対
象
者
は
、①
新
生
児

マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
発
見

さ
れ
、食
事
療
法
を
必
要
と
し
②

Ｐ
Ｋ
Ｕ
親
の
会
・
関
東
に
加
入
し

③
表
彰
の
年
の
４
月
１
日
の
時
点

で
満
20
歳
を
超
え
て
お
り
④
治
療

機
関
に
通
院
し
、現
在
も
食
事
療

法
を
継
続
し
て
い
る―

方
々
。
受

賞
者
の
選
考
に
は
、
本
会
、
東
京

産
婦
人
科
医
会
、
治
療
専
門
医
、

検
査
担
当
者
、
Ｐ
Ｋ
Ｕ
親
の
会
・

関
東
の
代
表
ら
で
構
成
さ
れ
る
選

考
委
員
会
が
あ
た
っ
た
。

さ
れ
て
か
ら
は
、実
施
主
体
で
あ

る
東
京
都
の
委
託
を
受
け
、都
内

の
産
科
施
設
で
出
生
し
た
新
生
児

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
行
う

と
と
も
に
、患
児
の
健
や
か
な
成

長
を
支
援
し
て
き
た
。

　

新
生
児
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
で
代
謝
異
常
が
発
見
さ

れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
食

事
療
法
な
ど
適
切
な
治
療

の
継
続
で
健
康
維
持
が
可

能
だ
が
、
厳
格
な
食
事
療

法
の
継
続
に
伴
う
本
人
や

家
族
の
負
担
は
決
し
て
小

さ
く
な
い
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本

会
で
は
、
長
期
に
わ
た
っ

て
食
事
療
法
を
継
続
し

て
、
良
好
な
健
康
状
態
を

維
持
し
、
勉
学
に
励
み
、

社
会
で
活
躍
し
て
い
る

方
々
の
努
力
を
称
え
、そ

　

本
会
で
は
、
全
国
に
先
駆
け

て
、
１
９
７
４
年
か
ら
フ
ェ
ニ
ル

ケ
ト
ン
尿
症
（
Ｐ
Ｋ
Ｕ
）を
中
心

と
す
る
先
天
性
代
謝
異
常
症
の
新

生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を

開
始
。
１
９
７
７
年
に
新
生
児
マ

ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
公
費
化

　

本
会
で
は
例
年
、人
間
ド
ッ
ク

健
診
の
精
度
の
向
上
や
医
師
の
指

導
内
容
の
標
準
化
を
図
る
目
的

で
、人
間
ド
ッ
ク
を
担
当
し
て
い

る
医
師
や
関
係
ス
タ
ッ
フ
が
一
堂

に
会
す
る
「
ド
ク
タ
ー
ズ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
開
き
、
現
場
で
起

こ
る
問
題
や
課
題
を
話
し
合
い
、

共
通
理
解
を
深
め
て
い
る
。

　

去
る
７
月
11
日
、本
会
の
人
間

ド
ッ
ク
室
で
開
か
れ
た
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
は
、人
間
ド
ッ
ク
を
担
当

す
る
医
師
を
中
心
に
、成
人
保
健

部
、看
護
部
、健
康
増
進
部
、統
計

事
務
部
、医
務
管
理
課
な
ど
の
ス

タ
ッ
フ
約
20
人
が
出
席
し
た
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
人
間

ド
ッ
ク
健
診
の
稼
働
率
や
受
診
率

の
経
年
推
移
の
説
明
と
今
後
の
展

望
、待
ち
時
間
に
行
っ
て
い
る
栄

養
相
談
や
運
動
指
導
の
現
状
報

告
、受
診
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
コ

メ
ン
ト
（
判
定
表
現
）の
検
討
な

ど
が
行
わ
れ
、活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
（
写
真
）。

第
２
２
２
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研

修
会
が
11
月
26
日
（
水
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
ま
で
、
東
京
・
永
田

町
の
「
星
陵
会
館
」
で
開
か
れ
る
。

「
腎
臓
を
守
る
た
め
の
保
健
指
導

―

透
析
を
減
ら
す
有
効
な
対
策
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
筑
波
大

学
大
学
院
の
山
縣
邦
弘
教
授
が
講

演
す
る
。
司
会
は
、
三
輪　

一
本

会
総
合
健
診
部
長
。

会
場
の
「
星
陵
会
館
」
は
、

地
下
鉄
各
線
「
永
田
町
」「
国
会

議
事
堂
前
」「
溜
池
山
王
」「
赤
坂

見
附
」
駅
下
車
、
徒
歩
10
分
以
内

の
と
こ
ろ
。

参
加
費
２
０
０
０
円
。
定
員

先
着
４
０
０
人
。

　

講
演
は
、①
喫
煙
に
よ
る
健
康

被
害
②
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
③
禁
煙

は
簡
単
に
楽
し
く
で
き
る―

の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

　

瀬
山
准
教
授
は
ま
ず
、「
喫
煙

者
の
98
％
以
上
が
25
歳
ま
で
に
喫

煙
を
開
始
す
る
。
喫
煙
は
大
人
の

病
気
で
は
な
く
子
ど
も
の
病
気
」

本
会
で
は
、
去
る
７
月
25
日
、

角
田
博
子
聖
路
加
国
際
病
院
放
射

線
科
医
長
を
講
師
に
招
き
、
第
５

回
読
影
医
の
た
め
の
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
読
影
勉
強
会
を
本
会
第
３
健

診
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

読
影
勉
強
会
に
は
、
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
診
の
読
影
を
担
当
し

て
い
る
医
師
、
撮
影
を
担
当
し
て

い
る
技
師
、
母
子
・
地
域
保
健
課

な
ど
関
連
部
署
の
ス
タ
ッ
フ
約
30

人
が
参
加
し
た
。

本
会
で
は
、
２
０
０
４
年
９
月

に
乳
が
ん
検
診
精
度
管
理
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
精
検
結
果
の
把

握
や
読
影
医
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
徹
底
し
、
乳
が
ん
検
診

の
質
の
向
上
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

読
影
勉
強
会
は
そ
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

職
域
で
の
継
続
的
支
援
が
大
切

　
　

健
診
は
禁
煙
の
重
要
性
伝
え
る
チ
ャ
ン
ス

17
に
あ
た
り
な
が
ら
、本
会
の
健
診・

検
査
に
も
携
わ
っ
て
き
た
。

　

こ
の
７
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
睡
眠
時
無
呼
吸
（
Ｓ

Ａ
Ｓ
）
外
来
に
つ
い
て
、
加
藤
医

師
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
受
診
者
の
多
く
は
、
い
び
き

や
頻
回
の
中
途
覚
醒
、
日
中
の
眠

気
や
倦
怠
感
と
い
っ
た
自
覚
症
状

が
あ
っ
た
り
、

家
族
に
指
摘
さ

れ
た
り
と
い
う

方
々
で
す
。

　

診
察
で
Ｓ
Ａ

Ｓ
が
疑
わ
れ
た

方
に
は
、
ご
自

宅
で
夜
間
睡
眠
中
の
呼
吸
状
態
を

測
る
検
査
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
鼻
に
つ
け

た
マ
ス
ク
か
ら
加
圧
し
た
空
気
を

送
る
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
療
法
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
療

法
や
手
術
療
法
が
必
要
な
場
合

に
は
、
適
宜
、
専
門
医
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｓ
Ａ
Ｓ
は
、
高
血
圧
、
心
臓

病
、
脳
梗
塞
な
ど
を
合
併
し
や

す
く
、
交
通
事
故
の
誘
因
と
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
疾
患
で
す
。

重
症
度
と
自
覚
症
状
が
一
致
し

な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
き
ち

ん
と
診
断
し
、
的
確
な
治
療
に

結
び
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
患
者
さ
ん
に
は
、
Ｓ
Ａ
Ｓ

の
危
険
性
を
正
し
く
理
解
し
て

も
ら
い
、
治
療
を
継
続
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
説
明
を
心
が
け

て
い
ま
す
」。

　

加
藤
医
師
の
趣
味
は
、
マ
ラ

ソ
ン
。「
す
っ
か
り
は
ま
っ
て
、

年
数
回
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
出

場
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

　

加
藤
正
一
医
師
の
専
門
は
、

ぜ
ん
そ
く
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を
始
め

と
す
る
呼
吸
器
一
般
。
東
京
厚

生
年
金
病
院
や
慈
生
会
病
院

で
、
長
年
診
断
や
治
療
、
研
究

睡眠時無呼吸外来

加
か

藤
とう

正
まさ

一
かず

 医師

受賞者（右から５人目まで）と北川照男本会理事長（左端）
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